
独立行政法人国際協力機構 
 東北センター（JICA 東北） 

 市民参加協力課 

2019 年 7月 3日 

 

PRESS RELEASE 

宮城県のJICA海外協力隊3名がインドネシア、キルギス、ガーナへ出発 

自身の知識や技術を途上国で活かしたい 
 

 

国際協力機構（JICA）は2019年7月に、宮城県にゆかりのある3名を青年海外協力隊として派遣します。3

名は日本で培った知識や経験を活かし、現地で技術支援にあたります。 

派遣に先立ち3名は、7月10日に宮城県遠藤 信哉副知事を表敬訪問するほか、それぞれの出身地や勤

務先のある自治体へ表敬訪問します。宮城県から出発するJICA海外協力隊への取材・報道、個別インタビ

ューをぜひご検討ください。 

 

表敬するボランティア3名の派遣国、職種、参加動機、抱負などは別紙をご参照ください。 

 

                 《表敬訪問日程（実施日程順）》           （敬称略） 

表敬先 日時・場所 表敬者 

石巻市 

市長 亀山 紘 

7月5日（金）15：00-15：30 

市役所4階 市長室 
笹ケ瀬 真樹 

宮城県教育委員会 

教育長 伊東 昭代 

7月10日（水）10：30-10：50 

県庁16階 教育長室 
笹ケ瀬 真樹 

宮城県 

副知事 遠藤 信哉 

7月10日（水）11：00-11：20 

県庁4階 特別会議室 

上戸 ゆみ、京谷 恵理 

笹ケ瀬 真樹 

仙台市 

市長 郡 和子 

7月10日（水）15：45-15：55 

本庁舎3階 特別応接室 
上戸 ゆみ、京谷 恵理 

 

※各ボランティアの参加動機、抱負については別紙参照。 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA東北 市民参加協力課（担当：前田） 

TEL：022-223-4772 FAX：022-227-3090 

E-Mail：jicathic-jv＠jica.go.jp 
 

 

※このプレスリリースは、宮城県庁記者クラブ、仙台市役所記者クラブで配布しています。 
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PRESS RELEASE 

  別紙 

 

宮城県より出発するJICA海外協力隊3名の派遣国、職種、参加動機、抱負です。 

 

■ 青年海外協力隊   括弧内は、ふりがな・表敬時点での年齢・出身地 

上戸 ゆみさん （かみと ゆみ・28歳・仙台市） 

派遣国：インドネシア  職種：公衆衛生  配属先：県保健局 

これまで保健師として地域住民と共に健康課題に向き合ってきた経験を海外でも活かしたいと考え、青年海外

協力隊への参加を決めました。 

活動先では、地域住民の地域保健・公衆衛生活動への参加をさらに促すための活動が求められています。住

民と同じ目線に立ち、まずは信頼関係を築き、現地の人に受け入れてもらえるよう努力したいです。 

 

京谷 恵理さん （きょうたに えり・39歳・仙台市） 

派遣国：ガーナ  職種：コミュニティ開発  配属先：HIV陽性者支援のためのNGO 

自分の知識や技術をニーズのある地域の人々に役立てたいという気持ちとボランティア活動を今後の人生の礎

としたい想いの両方があり、今回参加を決意しました。 

HIV陽性者へのケア方法に関する助言や、HIVに関する理解の促進活動を行い、最終的には、この地域の住民

が自らの生活を改善できるように力をつけてもらえるような支援を行いたいです。 

 

笹ケ瀬 真樹さん （ささがせ まさき・26歳・静岡県浜松市） ※宮城県教育委員会からの現職参加 

派遣国：キルギス  職種：青少年活動  配属先：公立小・中・高一貫校 

キルギスの教育の質向上に貢献するとともに、キルギスでの経験を日本に持ち帰りたいと思います。帰国後は

教員として広い視野や柔軟な姿勢をもち、世界に目を向けて生きる子供たちを育てていきたいと考えています。 

キルギスでは、英語授業のサポートや、歌やゲームを取り入れた英語指導方法の提案、英語クラブ活動のサ

ポート等を行います。また、キルギスと日本の学校をつなぐような活動も行いたいです。 

 

以上 


